
 

平成 24 年度国立大学図書館協会地区協会助成事業報告書（近畿地区） 

 

地区名 近畿地区（主担当大学：京都工芸繊維大学） 

事業名 「研修―コーチングで変える大学図書館－」 

事業目的・趣旨 近畿地区の国立大学等の図書館職員に対してコーチング技術を教授し、ス

タッフ間コミュニケーションの促進や図書館利用案内などにその手法を

取り入れることにより、より活発な図書館活動の展開に資する。 

実施内容 主催   ：国立大学図書館協会近畿地区協会 

実施日  ：平成 24 年 9月 5日～7日 3 日間 

会場   ：京都工芸繊維大学附属図書館 3F 研修室 A 

参加対象者：近畿地区国立大学法人等附属図書館職員 

参加人数 ：16 名（全日程に参加した者 14 名） 

 

青木理恵氏（ICF 国際コーチ連盟プロフェッショナルコーチ）を講師に

招き、以下のプログラムにより研修を行った。 

（第 1日目） 

  9:30－ 9:40 開講式 

  9:40－12:00 講義 1 コミュニケーション能力アップ Part1 

            「話を聴く」「承認する」 

  12:00－13:00 昼食 

  13:00－17:00 講義 2 コミュニケーション能力アップ Part2 

             コミュニケーションのタイプを知ろう 

「４つのタイプ分け」「効果的な質問」 

「フィードバック」 

  17:15－19:00 情報交換会 

（第２日目） 

  9:30－12:00 講義 3 自分を知る、相手を知る Part1 

            「強みを見つける」「強みを活かす」 

  12:00－13:00 昼食 

  13:00－15:30 講義 4 自分を知る、相手を知る Part2 

             「価値とニーズの違いとは？」 

  15:30－17:15 個人セッション（希望した 10 名を対象に実施） 

（第３日目） 

9:30－12:00 講義 5 「効果的なチームを築く」 

「リーダシップを発揮する」 

  12:00－13:00 昼食 



 

  13:00－16:00 講義 6 「自分軸を立てる」 

  16:00－16:45 まとめ 

  16:45－17:00 閉講式 

事業の成果 

（アンケート調査

結果、事業への意

見・感想等） 

 研修の内容について、受講者全員が「大変分かりやすかった」あるいは

「分かりやすかった」と回答しており、また、図書館の現場で実行できそ

うかとの問いに対しても参加者全員が「実行できる」あるいは「少し実行

できる」と回答していることから、大変有意義な研修になったと言える。 

<アンケート調査結果>  

 ○ 研修の内容は分かりやすかったですか。（選択回答形式） 

   「大変分かりやすかった」8名（50％）、 

「分かりやすかった」8名（50％） 

   ※分かりにくかった等の回答なし 

 ○ 図書館の現場で実行できそうな内容でしたか。（選択回答形式） 

   「実行できる」9名（56％）、「少し実行できる」7名（44％） 

   ※実行できない等の回答なし 

 ○ この３日間に気付いたこと、変化のあったこと、 

今後やってみたいこと。（自由記述形式） 

  「学生とのコミュニケーションにおいて有効だと思った」、 「コミ

ュニケーションが単なる言葉のやり取りではなく、相手を理解しようとす

る心の働きであることが分かった」、「行動に移すことが億劫になっていた

ことに、一歩でも進んで行こうと前向きになれた」等 

経費 執行額：322,344円 

（内訳：講師旅費 99,980 円、謝金 213,000 円、消耗品費 9,364 円） 

 


